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入力途中の文字列をリアルタイム共有する同期的なグループチャットシステム

半田 篤史 ∗　　伊勢 侑将 †　　川口 一画 ‡

概要. 現在，個人間およびグループ内の会話においてテキストチャットが広く使われている．テキスト
チャットは同期的なコミュニケーションツールとして使用される場面が存在し，同期的な会話にて頻繁に話
者交代が行われる．しかし，テキストチャットを用いた同期的な会話は，対面会話より高い割合にて会話内
容が重複するという課題がある．課題解決のための手法として我々はタイピングインジケータを用いた．先
行研究を参考に，他のユーザの入力途中の文字列をリアルタイムに共有する機能を含む同期的なグループ
チャットシステムを実装する．実装にあたって,複数ユーザが同時に入力している場合において各ユーザご
とのリアルタイム共有欄を表示するために,表示する順番を考慮する必要がある．適切な順番を考えるため
に異なる 3種類のシステムを実装した．今後は，3種類のうちWISSにて得られた意見を基に決定したシス
テムと現在普及している一般的なグループチャットを比較して，会話におけるユーザ体験の違いや会話の進
め方，特に話の重複に対する影響を，定性および定量の両面からの評価を通して調査する．

1 はじめに
現在，個人間およびグループ内の会話において，

LINE[5]やSlack[9]といったテキストチャットが広く
使われている．2023年6月末の情報によると，LINE
には月間 9500万人と多くのユーザがいる [6]．
テキストチャットは，メッセージが送信されると

ほぼ即座に他の参加者に届き，リアルタイムにて会
話することが出来るため同期的なコミュニケーショ
ンツールとして使用される場面が存在する [3]．同
期的な会話の例として，テレワークにおける連絡や
オンライン授業にて行われる議論などの場面が挙げ
られる．同期的な会話の際，頻繁に話者交代が行わ
れる．交代の合図として，対面では宛先を見ること
や息を吐くこと，ジェスチャにて示すこと [8]，テキ
ストチャットではポーズ（全員未入力の時間）[1]が
挙げられる．
しかし，テキストチャットを用いた同期的な会話

は対面会話と比べて交代の合図を伝達するのが難し
いため，対面会話より高い割合にて会話内容が重複
するという課題がある [1]．そのため，誰の発言に対
応したコメントなのか分かりにくくなったり，同一
の話者の分割して送信されたメッセージ間に，別の
話者のメッセージが割り込んでしまったりする．こ
の課題の解決のために，メッセージに対してリアク
ションを付与することによって，メッセージを送信
することなく簡単な意思表示を可能にする手法 [2]
やタイピングインジケータを使用してユーザが入力
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中であることを示す手法 [4]が存在する．
我々は，タイピングインジケータを使用する手法

を用いて，Iftikharら [4]が提案する live-typing（入
力内容をリアルタイム共有する手法）を参考にした
リアルタイム共有機能を含む同期的なグループチャッ
トシステムを実装する．live-typing機能は一対一の
会話を想定していたが，グループチャットにおいて
は複数ユーザの入力文字列を表示するため，リアル
タイム共有を表示する順番を考慮する必要がある．
そこで，我々は表示する順番の異なる 3種類のシス
テムを実装した．

2 関連研究
Andersonら [1]の研究にて，同期的なテキスト

コミュニケーションについて，非言語的な手がかり
のない状態の話者交代が必要となるため，対面会話
よりも高い割合にて会話内容が重複する課題が示さ
れている．またこの研究では，メッセージの内容お
よびポーズ（全員未入力の時間）を手掛かりとして
テキストに基づく会話における話者交代が行われて
いることが明らかになった．
会話内容が重複する課題を技術的に解決するため

に以下の二つの手法が挙げられる．一つ目は絵文字
を使用する手法である．Baiら [2]は，絵文字を使用
することによって，簡単な意思表示をリアクション
にて伝えられるため，返信を入力する必要がなくや
り取りが円滑になると示している．二つ目はタイピ
ングインジケータを使用する手法である．Iftikhar
ら [4]は，独自手法であるmasked-typing（入力し
た文字を＃にて隠して表示する手法），および live-
typing（入力した文字をリアルタイムに共有する手
法）を提案した．これらのタイピングインジケータ
および既存手法を用いて，一対一のテキストチャッ
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図 1. システム概要：ユーザA-Cの 3人が本システムを用いて会話を行っている様子．送信されたユーザ Cの質問に対
して，ユーザAおよびユーザ Bが同時に返答を入力しており，入力文字列は他のユーザのリアルタイム共有欄に即
座に反映される．

トによる会話における効果を比較する実験が行われ，
live-typingが作業効率を高め，認知負荷を下げると
いう結果が示された．特に話者交代については，リ
アルタイムに入力内容が表示されるため，共通の理
解を持ちながら素早く反応できたと示されている．
しかし，一対一ではなく 3 人以上が参加するグ

ループチャットにおいては，話者交代について追加
の課題がある．Neillら [7]は，グループチャットに
てしばしば複数の会話が同時進行するため，話者交
代がより複雑になり誤解が生じやすいことを示して
いる．live-typingは一対一の会話における効果しか
検証されていないが，より複雑な話者交代が生じる
グループチャットにてより有効に働くと考えた．そ
のため本研究では，グループチャットにおいて live-
typingを使用可能なシステムの実装を行いその効果
を検証する．

3 システム

3.1 システム概要および実装
図 1にシステム概要を示す．本システムはPCに

て使用することを想定したチャットシステムである．
ユーザ IDおよびユーザ名を登録したのちにチャット
画面が表示され会話することが出来る．リアルタイ
ム共有欄（図 1）には自分以外のユーザの，ユーザ
名および入力文字列がリアルタイムにて表示される．
本システムは，Reactおよび Firebase Realtime

Databaseを使用して実装した．データの送受信に
ついてはFirebase Realtime DatabaseのAPIを用
いて，ユーザの入力文字列および送信内容を即座に
サーバーへ送信・保存し，他のユーザへリアルタイ
ムにて反映した．リアルタイム共有機能については
先行研究 [4]を参考に，送信機能と異なる状態変数
を設定して実装した．

3.2 3種類のシステム
ユーザ別のリアルタイム共有欄を表示する順番の

異なるシステムを 3種類実装した．これらは，live-
typingの拡張において，グループチャットにおける
リアルタイム共有にて複数ユーザの入力文字列を表
示するため，順番を考慮する必要があるという課題
に対して著者が考案したものである．以下にそれぞ
れについての説明を示す．

1. ユーザ IDの昇順に固定して表示
ユーザ登録の際に入力してもらうユーザ IDの
昇順に表示する順番を固定する．送信した場
合は共有欄は空欄になる．

2. 入力を開始した順に上から表示
ユーザが入力し始めた順番にて上から表示す
る．送信した場合は一度共有欄が消える．

3. 文字数が多い順に上から表示
入力欄の文字数が多い順に上から表示する．文
字数に応じて編集中も表示する順番が変わる．
送信した場合は一度共有欄が消える．

4 おわりに
本研究では，テキストチャットを用いた同期的な

会話が対面会話より高い割合にて話が重複するとい
う課題を解決するために，他のユーザの入力途中の
文字列をリアルタイムに共有する機能を含む同期的
なグループチャットシステムを実装した．その際，リ
アルタイム共有欄の適切な順番を考えるために異な
る 3種類のシステムを実装した．WISSを通じて 3
種類のシステムを実際に使ってもらい，頂いた意見
を基にして最終的なシステムを決定する．
今後は，最終決定したシステムと現在普及してい

る一般的なグループチャットを比較して，リアルタ
イム共有機能の有無によるユーザ体験の違いや会話
の進め方，特に話の重複に対する影響を調査する．
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